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「ふるさと栗山」「ふるさと栗山」をを
　　　　　　　　　　次なるステージへ次なるステージへ

１６５億　５４８万円
（前年比　△９，１０１万６千円：△ 0.5％）

一般会計　  113 億 9,000 万円（△ 7,200 万円：△ 0.6％） 

特別会計　     31 億 7,337 万円（△ 9,842 万円：△ 3.0％）

事業会計          19 億 4,211 万円（　 7,940 万円：       4.3％）
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農林水産業費　4.0％　
農業振興や有害鳥獣対策に
かかるお金

総務費　20.5％
庁舎管理や地域振興にかかるお金

民生費　19.6％　　
高齢者・障がい者福祉や保育
園・子ども医療費助成などに
かかるお金

土木費　15.8％　　
道路や公営住宅などの整備、
除排雪にかかるお金

衛生費　15.0％　　
予防接種・健診・ごみ処理等に
かかるお金

公債費　10.9％　　
国や金融機関から借り入れた
資金の返済に充てられるお金

教育費　8.4％　　
学校運営や公共施設等の管理
にかかるお金

歳　出

消防費　2.9％
消防の運営にかかるお金

その他　2.9％
商工費、議会費、労働費等



令和 7 年度予算可決令和 7 年度予算可決 １６５億　５４８万円
　令和６年３月定例会議において、令和７年度各会計歳入歳出予算が提案されまし
た。これに伴い、各会計予算審査特別委員会を設置し、特別委員会に付託して審査
することを決め、３月１４日、１７日、１８日の３日間の集中審議ののち、本会議
において採決を行った結果、９つすべての会計を可決しました。

依存財源 *
　　　昨年と比べて…

上昇　自治体が自由に使えるお金（一般財源）のうち、
　 国や道から交付されるお金のこと。

* 依存財源とは解説

くりやまぎかいだより№ 1833

道支出金　6.3％　
事業に対する道からの　
補助金など　

地方消費税交付金　2.7％
地方消費税の一部を道から町に
交付されるお金

諸収入　2.7％　
他のどの区分にも含ま
れない様々なお金

* 自主財源とは
　自治体が独自に確保できる財源。
　町税、使用料、手数料、寄附金など。

歳　入

地方交付金　34.1％　
一定の行政サービスを維持できる
ように交付されるお金

町債　19.5％　　
国などから借り入れるお金

国庫支出金　11.3％
事業に対する国からの補
助金など

その他交付金　1.3％　
税収の一部を道から町に交付
されるお金

町税　11.6％　
町民の皆さんから　
納められる税金

その他　6.1％　　
ふるさと納税等で寄附されたお金
や施設使用料、各種証明書手数料
などのお金

繰入金　4.4％　　
町からの基金（貯金）から
繰り入れるお金

* 自主財源
24.8％

* 依存財源
75.2％
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Ⅳ . 産業

Ⅴ . 都市基盤

Ⅵ . 地域経営

令和７年度の主要事業をピックアップ
してお知らせします。
　詳しい予算状況については、冊子「知っておきた
い！まちの予算」をご覧ください。町ホームページ
に掲載されています。

町 HP 予算概要 QR

「みんなのお金」   の使い道

中山間地域等直接支払交付金
　　　　　　

１億１，９２７万円

商店街地域カード電子化支援　　
事業補助金　　　　　　　  

５２８万６千円

町道除雪業務委託
　　　　

１億１，１３１万４千円

水道老朽管更新工事
　　　      　 

１億２，７６５万円

ふるさと応援寄附業務委託　　
　　　　　   

１，９３６万９千円　 

行政情報等ラジオ番組制作・　
放送業務委託

１，６０６万 7 千円

新規

継続

継続

継続

継続

継続
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Ⅱ . 教育

ココ　　　　
　　　　

Ⅰ . 生活環境

Ⅲ . 医療・保健・福祉

「みんなのお金」   の使い道に注目！！に注目！！

自転車乗車用ヘルメット　　　
　購入費補助金　　　
　　　　　　　　　１４０万円

公共施設等の空調設備の整備　
　　　　  　

９，１９６万 8 千円　　

ＩＣＴ支援員配置　　　　　　
　　　　　　　　　

５６０万円　　　　

小・中学校への外国語指導助手
（ＡＬＴ）配置　　　　　　　　　　　　　  １，１０３万６千円

子ども医療費助成
　  　　　　

３，３１６万２千円

救急医療体制等確保補助金　　     
  　　　

２億１，３７７万７千円　

新規

新規

新規

継続

継続

継続



★  予算審査特別委員会の中で、議員が「きに
なる！」と質疑をしたものについて抜粋して紹
介します。すべての質疑については、議会ＨＰ
で録画配信を行っておりますので、そちらをご
覧ください。

大
櫛
委
員　

自
転
車
用
ヘ
ル

メ
ッ
ト
の
購
入
補
助
は
１
回

限
り
と
い
う
こ
と
だ
が
、
子

ど
も
達
は
成
長
し
て
頭
の
大

き
さ
も
変
わ
っ
て
い
く
。
安

全
性
を
重
視
す
る
の
で
あ
れ

ば
、
回
数
を
も
う
少
し
増
や

し
て
は
。

環
境
政
策
課
長　

こ
の
制
度

に
つ
い
て
は
、
ま
だ
ま
だ
ヘ

ル
メ
ッ
ト
の
着
用
率
が
低
い

と
い
う
こ
と
で
、
一
定
程
度

支
援
を
し
た
中
で
ヘ
ル
メ
ッ

ト
の
着
用
率
を
あ
げ
て
事
故

発
生
の
軽
減
を
図
っ
て
い
く

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

多
く
の
人
に
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を

着
用
し
て
も
ら
い
た
い
。

　

今
後
課
題
等
が
出
て
く
る

と
思
う
の
で
、
状
況
を
把
握

し
な
が
ら
精
査
し
て
い
き
た

い
。

ココが きになる‼

自
転
車
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト　

購
入
補
助 

佐
藤
委
員　

お
墓
に
関
す
る

ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
に
つ
い

て
、
８
割
の
人
が
合
葬
墓
が

必
要
と
回
答
し
た
と
の
こ
と

だ
が
、
詳
細
を
教
え
て
ほ
し

い
。

環
境
政
策
課
長　

８
割
の
方

が
合
葬
墓
を
必
要
と
答
え
て

い
る
が
、
合
葬
墓
の
使
用
に

つ
い
て
は
「
わ
か
ら
な
い
」

と
い
う
回
答
が
５
割
、
予
定

が
な
い
と
い
う
回
答
は
３
～

４
割
と
な
っ
て
い
る
。
す
ぐ

に
合
葬
墓
の
整
備
に
向
け
て

対
応
す
る
と
い
う
こ
と
に
つ

い
て
は
、
検
討
の
余
地
が
あ

る
と
い
う
こ
と
で
、
今
回
は

継
続
協
議
と
し
、
引
き
続
き

情
報
収
集
を
し
て
い
く
。
ア

ン
ケ
ー
ト
の
中
で
意
見
が
出

て
い
た
家
族
構
成
や
宗
教
の

関
係
な
ど
も
整
理
す
る
必
要

が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

齊
藤
義
崇
委
員　

介
護
福
祉

学
校
の
改
修
調
査
実
施
設
計

を
見
送
っ
た
こ
と
に
つ
い

て
、
調
査
に
つ
い
て
の
予
算

だ
け
で
も
つ
け
る
べ
き
だ
っ

た
の
で
は
。
介
護
医
療
の
施

設
で
事
故
が
起
こ
る
と
い
う

こ
と
は
大
変
な
こ
と
。

介
護
福
祉
学
校
事
務
局
長　

学
校
に
つ
い
て
は
、
外
側
は

傷
ん
で
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る

が
、
内
側
は
塗
り
替
え
等
も

行
い
、
学
生
達
も
き
れ
い
に

使
用
し
て
く
れ
て
い
る
の
で

激
し
い
傷
み
は
な
く
、
安
全

な
環
境
の
中
で
学
習
で
き
て

い
る
。

　

資
材
高
騰
等
も
あ
り
、
実

際
に
改
修
工
事
を
行
う
と

２
億
円
後
半
位
は
必
要
と
の

こ
と
で
、
町
全
体
の
投
資
と

い
う
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
今

年
度
は
一
旦
見
送
っ
て
、
後

年
度
に
ま
た
検
討
し
て
は
ど

う
か
と
い
う
判
断
に
な
っ

た
。

介
護
福
祉
学
校　
　
　

　
　

改
修
調
査
見
送
り

斉
藤
隆
浩
委
員　

フ
ァ
ブ
ラ

ボ
栗
山
の
委
託
料
が
増
え
て

い
る
要
因
は
。

ブ
ラ
ン
ド
推
進
課
長　

委
託

料
増
の
要
因
は
、
フ
ァ
ブ
ラ

ボ
栗
山
を
運
営
す
る
ジ
モ
ト

フ
ァ
ブ
へ
の
業
務
委
託
の
人

件
費
の
増
に
よ
る
も
の
。
ど

の
事
業
も
そ
う
だ
が
、
人
件

費
が
だ
い
た
い
15
～
20
％
弱

増
え
て
い
る
。
ま
た
、
新
た

に
フ
ァ
ブ
ラ
ボ
の
栗
山
町
内

外
へ
の
Ｐ
Ｒ
や
、
様
々
な
方

に
使
っ
て
い
た
だ
く
た
め
の

事
業
展
開
を
お
願
い
し
た
と

い
う
こ
と
で
、
委
託
料
を
増

額
し
て
い
る
。
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老朽化がすすむ介護福祉学校校舎

お
墓
に
関
す
る　
　

　

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

フ
ァ
ブ
ラ
ボ
栗
山　

　
　
　
　
　

委
託
料



令和 7 年度予算審査
録画配信 QR

令和７年度予算

ココが

社
会
福
祉
法
人
等　
　
　
　
　

低
所
得
利
用
者
負
担
軽
減
事
業

重
山
委
員　

社
会
福
祉
法
人

等
低
所
得
利
用
者
負
担
軽
減

事
業
に
つ
い
て
、
必
要
な
人

が
き
ち
ん
と
こ
の
よ
う
な
施

設
に
待
つ
こ
と
な
く
入
る
こ

と
が
で
き
て
い
る
の
か
。

福
祉
課
長　

予
算
編
成
に
あ

た
っ
て
は
、
漏
れ
の
な
い
よ

う
に
施
設
と
連
携
し
て
い

る
。
も
ち
ろ
ん
空
き
状
況
も

関
係
し
て
く
る
が
、
以
前
の

よ
う
な
多
数
待
機
者
は
い
な

い
。
必
ず
今
年
度
入
所
で
き

る
と
い
う
こ
と
で
は
な
い

が
、
あ
る
程
度
は
ス
ム
ー
ズ

に
流
れ
て
い
る
。

道
央
廃
棄
物
処
理
組
合　
　
　

　
　
　
　

負
担
金

藤
本
委
員　

昨
年
と
比
較
し

て
、
道
央
廃
棄
物
処
理
組
合

負
担
金
が
減
っ
て
い
る
。
組

合
議
会
で
決
ま
っ
た
こ
と
と

は
思
う
が
、
負
担
金
が
減
っ

た
要
因
は
。

学
校
経
営
改
善
室
長　

小
学

校
の
統
廃
合
を
進
め
る
に
あ

た
っ
て
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の

運
行
に
つ
い
て
も
見
直
し
を

行
う
こ
と
に
な
る
が
、
今
の

時
点
で
は
現
行
ル
ー
ル
で
の

運
行
と
す
る
。
今
後
の
学
校

の
在
り
方
も
含
め
て
検
討
す

る
。

堀
委
員　

錦
地
区
か
ら
の
通

学
の
実
情
と
し
て
、
ア
ン

ダ
ー
パ
ス
や
跨
線
橋
を
渡
る

し
か
な
い
。
保
護
者
の
負
担

を
考
え
た
時
に
、
バ
ス
代
が

相
当
か
か
っ
て
い
る
と
思
わ

れ
る
の
で
、
通
学
補
助
を
行

う
べ
き
で
は
。

環
境
政
策
課
長　

４
月
か
ら

千
歳
市
に
あ
る
焼
却
施
設
が

稼
働
し
始
め
、
７
月
に
は
外

構
工
事
が
終
わ
っ
た
こ
と
に

よ
り
、
そ
の
経
費
分
が
な
く

な
っ
た
こ
と
。
ま
た
、
ご
み

を
焼
却
し
た
際
の
熱
で
発
電

し
、
施
設
内
で
の
使
用
と
余

剰
電
力
は
売
電
さ
れ
て
い
る

が
、
今
年
度
は
売
電
の
実
績

が
大
き
か
っ
た
た
め
、
負
担

金
が
減
っ
た
。
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討　
　

論

一
般
会
計
予
算

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
予
算

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
予
算

重
山
委
員　

保
険
料
は
令
和

４
年
、
５
年
と
比
較
す
る
と

年
額
１
０
６
１
円
の
増
。
高

齢
に
な
る
と
疾
病
が
増
え
る

の
に
令
和
４
年
10
月
１
日
か

ら
高
齢
者
の
窓
口
負
担
額
が

１
割
か
ら
２
割
に
増
え
た
。

保
険
料
負
担
も
医
療
費
負
担

も
増
や
し
て
い
る
。　
　
　

　

長
生
き
が
喜
べ
る
よ
う
な

政
治
に
切
り
替
え
る
べ
き
と

述
べ
て
反
対
と
す
る
。

反
　
対

藤
本
委
員　

後
期
高
齢
者
医

療
の
存
在
意
義
や
仕
組
み
の

こ
と
に
つ
い
て
は
、
国
の
施

策
と
し
て
高
齢
者
の
医
療
を

ど
う
維
持
し
て
い
く
か
と
い

う
観
点
で
設
定
さ
れ
た
制

度
。
そ
の
制
度
に
の
っ
と
っ

て
い
く
。
そ
の
制
度
自
体
、

間
違
い
と
思
っ
て
い
な
い
。

賛
　
成

余剰電力を売電している道央廃棄物処理組合焼却施設

義
務
教
育
通
学
費
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3 月定例会議

賛
否
の
公
表

補
正
予
算

￥

る
減
額　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　

△
１
８
０
３
万
円

▼
栗
山
町
住
宅
団
地
造
成
事

業
特
別
会
計

中
里
住
宅
団
地
第
１
期
分
譲

地
の
草
刈
業
務
の
入
札
執
行

残
に
よ
る
減
額　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

△
44
万
円

▼
栗
山
町
工
業
団
地
造
成
事

業
特
別
会
計

第
４
期
及
び
第
５
期
工
業
団

地
緑
地
草
刈
業
務
の
入
札
執

行
残
に
よ
る
減
額　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

△
４
万
円

　
　
　
　
　
　

▼
栗
山
町
水
道
事
業
会
計

道
営
農
地
整
備
事
業
に
係
る

配
水
管
移
設
工
事
の
事
業
費

確
定
に
よ
る
減
額　
　
　
　

　
　
　
　

△
１
７
８
２
万
円

▼
栗
山
町
下
水
道
事
業
会
計

下
水
道
管
理
セ
ン
タ
ー
機
器

更
新
工
事
費
の
確
定
に
よ
る

減
額　

　
　

△
１
億
２
３
８
３
万
円

▼
栗
山
町
国
民
健
康
保
険
特

別
会
計

特
定
健
診
受
診
者
数
の
実

績
見
込
み
に
よ
る
減
額　
　

    

　
　
　
　
　

△
１
５
０
万
円

▼
北
海
道
介
護
福
祉
学
校
特

別
会
計

暖
房
設
備
更
新
工
事
の
入
札

執
行
残
に
よ
る
減
額　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

△
48
万
円

▼
栗
山
町
介
護
保
険
特
別
会

計居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
給
付
費

の
実
績
見
込
み
に
よ
る
減
額

　
　
　
　
　

△
５
２
０
万
円

▼
栗
山
町
後
期
高
齢
者
医
療

特
別
会
計

北
海
道
後
期
高
齢
者
医
療
広

域
連
合
負
担
金
の
確
定
に
よ

３月４日～１９日
令
和
６
年
度
予
算

▼
一
般
会
計
１
２
０
８
万
６

千
円
を
減
額
し
、
予
算
総
額

を
１
１
２
億
７
３
９
５
万
５

千
円
と
し
た
。

　
　
　
　
　

町
道
除
雪
委
託
料

　
　
　
　
　

６
５
２
９
万
円

担
い
手
確
保
・
経
営
強
化
支

援
事
業
補
助
金

　
　
　
　
　

１
７
２
９
万
円

戸
籍
シ
ス
テ
ム
の
標
準
化
対

応
の
次
年
度
延
期
に
伴
う
減

　
　
　
　

△
１
７
３
８
万
円

日
出
生
活
館
建
設
実
施
設
計

の
年
度
内
実
施
見
合
わ
せ
に

よ
る
減

　
　
　
　
　

△
５
０
０
万
円

　
　
　
　
　
　

★
質
疑
あ
り

町
道
除
雪
委
託
料
増
額
補
正

  

そ
の
他
の
補
正
予
算

質

疑

議　件　名 結
果

齊
藤
置
田
重
山
大
櫛
堀鈴
木
佐
藤
斉
藤
端藤
本
鵜
川

令和 7 年度栗山町一般会計予算 可 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ 〇 ○ ○ /

令和 7 年度栗山町国民健康保険特別会計予算 可 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ 〇 ○ ○ /

令和 7 年度栗山町後期高齢者医療特別会計予算 可 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ 〇 ○ ○ /
可：可決　不：不採択　○：賛成　×：反対　ー：棄権
※鵜川議員は議長のため採決に加わっていません。

斉
藤
隆
浩
議
員　

日
出
生
活

館
の
建
設
が
１
年
ず
れ
た
理

由
と
、
１
年
ず
れ
る
こ
と
に

よ
る
影
響
は
。

経
営
企
画
課
長　

建
替
の
場

所
に
つ
い
て
、
町
が
示
し
た

候
補
地
と
地
域
の
意
向
が
合

致
し
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
り

建
設
場
所
が
定
ま
ら
ず
、
令

和
６
年
度
は
実
施
設
計
に
は

至
ら
な
か
っ
た
。
令
和
７
年

度
に
予
算
に
計
上
し
て
お

り
、
他
の
事
業
に
は
影
響
は

な
い
と
考
え
て
い
る
。

人
事
案
件

▼
公
平
委
員
会
委
員

　

令
和
７
年
３
月
24
日
を

も
っ
て
任
期
満
了
と
な
る

坂
口
由
紀
子
氏
を
引
き
続
き

選
任
す
る
。

任
期
：
令
和
７
年
３
月
25
日

　
　

～
令
和
11
年
３
月
24
日

3 月定例会議
録画配信

３月定例会議
賛否
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規
則
・
条
例

▼
第
７
次
総
合
計
画
の
一
部

変
更
に
つ
い
て

政
策
区
分
１　

生
活
環
境
、

（
２
）
環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー

に
お
い
て
、
施
策
②
生
物
多

様
性
保
全
の
普
及
推
進
を
追

加
し
、
計
画
事
業
「
生
物
多

様
性
の
保
全
を
普
及
推
進
し

ま
す
。」
を
追
加
す
る
も
の
。

▼
令
和
７
年
度
一
般
財
団
法

人
栗
山
町
農
業
振
興
公
社
事

業
計
画
の
報
告

①
農
地
流
動
化
意
向
調
査
を

行
い
、
農
業
委
員
と
連
携

し
、
積
極
的
な
農
地
流
動
化

を
図
っ
て
い
く
。

②
離
農
農
地
等
を
中
間
保
有

す
る
こ
と
で
、
担
い
手
や
新

規
就
農
者
等
へ
の
農
地
流
動

化
を
図
っ
て
い
く
。

③
意
欲
と
能
力
の
高
い
担
い

手
の
確
保
と
、
地
域
リ
ー

ダ
ー
の
育
成
を
図
る
た
め
、

実
践
的
か
つ
総
合
的
な
支
援

事
業
を
実
施
し
て
い
く
。
ま

た
、
農
家
減
少
と
担
い
手
不

足
の
課
題
解
決
に
向
け
て
、

新
規
就
農
希
望
者
や
農
地
所

有
適
格
法
人
の
雇
用
確
保
の

た
め
、
農
業
農
村
体
験
や
新

規
就
農
研
修
生
の
受
入
れ
を

行
う
と
と
も
に
、
研
修
体
制

の
充
実
を
図
っ
て
い
く
。

④
農
作
業
の
省
力
化
や
コ
ス

ト
低
減
を
目
指
し
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ

農
業
機
械
等
の
導
入
を
引
き

続
き
支
援
し
て
い
く
。
ま

た
、「
ス
マ
ー
ト
農
業
推
進

計
画
」
を
策
定
し
、
新
た
な

支
援
策
等
に
つ
い
て
の
検
討

を
進
め
て
い
く
。

⑤
農
業
農
村
振
興
に
係
る
課

題
解
決
の
た
め
、
地
域
を
代

表
す
る
農
業
振
興
推
進
委
員

会
に
お
い
て
検
討
協
議
し
、

栗
山
町
、
中
山
間
地
域
等
推

進
協
議
会
並
び
に
多
面
的
機

能
推
進
協
議
会
か
ら
の
負
担

金
に
基
づ
く
農
業
振
興
事
業

を
実
施
し
て
い
く
。

⑥
北
海
道
大
学
農
学
部
に
よ

る
農
業
農
村
調
査
の
受
入
れ

や
地
域
懇
談
会
の
開
催
等
、

農
業
振
興
や
農
村
の
活
性
化

に
関
わ
る　

取
組
を
引
き
続

き
実
施
し
て
い
く
。

そ
の
他

３
月
定
例
会
議
で
は
、
全
14
件
の
条
例
の
改
正
が
提
案

さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
中
か
ら
２
件
を
解
説
！

議員の報酬の改定に関しても
報酬審議会で検討可能へ

▼栗山町特別職報酬等審議会条例の一部を
　改正する条例
本審議会については、町長の諮問に応じ、
町長、副町長及び教育長の給料の額並びに
特別職報酬等の額の改定について審議する
附属機関として設置されているが、議会の
議員の議員報酬の改定に関しても、本審議
会での検討協議を可能とする規定を明確化。

役場の課の名称が一部変更
▼栗山町課設置条例の一部を改正する条例
各課の業務内容が町民等に分かりやすいも
のとなるよう、課の名称の一部見直しを行
うとともに、一部グループにおいて、現
行業務を踏まえた分掌事務の整理を行うも
の。
　

報酬が活動に見合った金額なのか、審議会で慎重に審議
される

【課名変更】
・「経営企画課」➡「企画財政課」
・「若者定住推進課」➡「定住推進課」
・「環境政策課」➡「環境生活課」
・「産業振興課」➡「農林課」
・「ブランド推進課」➡「商工観光課」

【グループの編成の一部見直し】
・情報・DX グループ（総務課）
・広報・防災グループ（総務課）
・土木・管理グループ（建設課）
・建築・住宅グループ（建設課）

【その他】
・教育委員会事務局内に小中学校適正配
   置に係る専任の室を設置する
　➡「学校再編室」

意
見
書

食
料
安
全
保
障
の
強
化
に
向

け
た
次
期
基
本
計
画
及
び
酪

肉
近
の
改
定
を
求
め
る
意
見

書１
．
次
期
基
本
計
画
の
改
定

に
あ
た
っ
て
は
、
食
料
自
給

率
の
向
上
に
資
す
る
目
標
設

定
や
、
農
業
者
が
再
生
産
可

能
な
価
格
が
形
成
さ
れ
る
環

境
整
備
な
ど
、
生
産
現
場
の

意
見
に
寄
り
添
っ
た
農
政
を

推
進
す
る
と
と
も
に
、
農
業

予
算
を
大
幅
に
拡
充
す
る
こ

と
。
ま
た
、
水
田
政
策
に
つ

い
て
は
生
産
現
場
の
実
情
を

十
分
配
慮
す
る
こ
と
。

２
．
酪
肉
近
の
改
定
に
あ

た
っ
て
は
、
酪
農
・
畜
産
農

家
の
生
産
意
欲
が
向
上
す
る

生
産
目
標
数
量
を
設
定
し
、

目
標
の
確
実
な
達
成
に
向
け

た
生
産
基
盤
強
化
策
な
ど
の

施
策
を
盛
り
込
み
、
生
産
者

が
将
来
の
展
望
を
持
て
る
よ

う
に
す
る
こ
と
。



                  

町政の町政の
　　ここが聞きたい　　ここが聞きたい

３  ３  議員が一般質問

３月定例会議
録画配信 QR

齊
さいとう

藤　義
よしたか

崇 議員

Ｑ２. 一般質問を総括して　Ａ . 要請活動に対する連携・協力を期待する

堀
ほり

　　文
ふみひこ

彦 議員

Ｑ１. 役場職員の働き方改革、住民生活の向上に関わる DX 推進事業は　　　
　　　　　　　　　　   Ａ . 各部所間で連携し、業務効率化を図っていく

重
しげやま

山　雅
ま さ よ

世 議員

Ｑ１. 学校等での自衛隊員の募集行為は　Ａ . 募集行為の事実はない

Ｑ２. ハサンベツ里山地区の電話回線（光回線）の早急な
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 インフラ整備の施工実施を　
　　　　　　　　　　　　　　  Ａ . 早期整備に向けて協議を進めていく

Ｑ２. 加齢性難聴者の補聴器購入に助成を　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　   Ａ . 実態やニーズの把握し対応を検討していく

くりやまぎかいだより№ 183くりやまぎかいだより№ 183 10

Ｑ３. 学校給食費無償化を　 Ａ . 今後も国の動向を注視していく

Ｑ１. 学校教育施策の今後の展望は　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　       Ａ . 町民や議会と議論を重ねて見出していく

齊藤　義崇　議員 堀　文彦　議員　 重山　雅世　議員　



                  

くりやまぎかいだより№ 183

質
問
趣
旨　

小
中
学
校
適
正

配
置
計
画
が
ま
と
ま
り
、
こ

れ
を
受
け
、
今
後
の
教
育
全

般
に
関
す
る
方
針
、
予
算
を

含
む
改
修
規
模
、
将
来
展
望

を
伺
う
こ
と
を
目
的
と
し

た
。

Ａ：町民や議会と議論を重ね見出していく

教
育
分
野

 Ｑ：学校教育施策の今後の展望は

11

齊藤義崇 議員

議
員　

小
中
学
校
適
正
配
置

計
画
も
一
般
会
議
を
経
て
決

定
さ
れ
た
。
将
来
人
口
の
令

和
37
年
の
推
計
値
が
総
人
口

約
５
，
０
０
０
人
、
14
歳
未

満
３
５
０
人
で
あ
り
、
こ
の

人
口
推
計
な
ど
を
考
慮
し

た
、
予
算
計
画
を
含
む
長
期

ビ
ジ
ョ
ン
の
計
画
が
必
須
で

あ
る
と
考
え
、
次
の
３
点
に

つ
い
て
所
信
を
伺
っ
た
。

①
幼
保
、
中
学
、
高
校
、
専

門
学
校
の
一
体
的
な
教
育
の

実
施
に
つ
い
て
の
将
来
展
望

は
。

②
学
校
校
舎
や
付
帯
施
設
に

つ
い
て
、
今
後
の
方
針
、
考

え
方
、
予
算
規
模
に
つ
い
て

伺
う
。

③
近
隣
市
町
と
の
学
校
教
育

分
野
全
般
の
連
携
に
つ
い
て

の
展
望
は
。

町
長
②
令
和
９
年
度
ま
で

に
、
学
校
統
合
の
議
論
を
集

中
し
て
行
い
、
施
設
整
備
の

議
論
は
、
令
和
９
年
度
以
降

と
す
べ
き
と
考
え
て
い
る
。

校
舎
の
老
朽
化
が
進
ん
で
い

る
こ
と
を
踏
ま
え
、
詳
細
に

校
舎
整
備
・
大
規
模
改
修
の

手
法
、
財
源
確
保
の
見
通

し
、
施
設
規
模
の
在
り
方
な

ど
、
調
査
検
討
を
進
め
る
。

教
育
長
①
栗
山
町
で
は
小
・

中
学
校
、
高
校
と
北
海
道
介

護
福
祉
学
校
の
連
携
に
よ

る
、
一
貫
し
た
福
祉
教
育
を

実
践
し
て
い
る
。
し
か
し
未

だ
課
題
も
多
い
こ
と
か
ら
、

各
学
校
で
の
教
育
実
践
と
評

価
の
蓄
積
を
行
っ
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。
よ
り
効
果
的

な
連
携
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
策
定

に
向
け
て
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

の
深
化
を
目
指
し
て
い
く
。

子どもたちにとってより良い教育環境を

感
想　

自
分
で
は
、
上
手
に

質
問
で
き
た
と
思
っ
て
い

る
。
質
問
前
に
考
え
て
い
た

回
答
も
、
充
分
に
得
ら
れ

た
。
と
て
も
重
要
な
課
題
な

の
で
、
会
期
が
変
わ
っ
た
の

ち
、
引
き
続
き
質
問
を
し
た

い
と
思
う
。

議
員　

議
員
任
期
２
年
で
、

通
告
事
項
の
総
数
は
62
件
と

な
る
。
推
察
を
加
え
、
解
析

し
て
み
る
と
、
議
員
が
見
た

行
政
サ
ー
ビ
ス
及
び
政
策
の

充
実
を
求
め
る
一
般
質
問
が

多
い
。
総
括
を
し
、
政
策
反

映
す
る
た
め
の
課
題
と
ポ
イ

ン
ト
を
伺
う
。

町
長　

議
会
基
本
条
例
第
６

条
に
規
定
さ
れ
、
７
つ
の
政

策
形
成
過
程
項
目
を
踏
ま
え

る
こ
と
が
、
基
本
で
あ
る
と

考
え
る
。
オ
ー
ル
栗
山
で
、

行
政
と
議
会
が
両
輪
と
な

り
、
町
政
を
進
め
て
い
く
こ

と
が
、
ま
ち
の
振
興
発
展
に

繋
が
る
と
考
え
て
い
る
。

                  Ｑ
：
一
般
質
問
を
総
括
し
て

一般質問
Ａ
：
要
請
活
動
に
対
す
る　
　
　
　
　

　
　
　

   

連
携
・
協
力
を
期
待
す
る

引
き
続
き
、
北
海
道
教
育
委

員
会
並
び
に
空
知
教
育
局
と

の
連
携
強
化
を
図
り
議
論
を

深
め
、
今
後
も
「
栗
山
と
福

祉
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
教
育

活
動
を
通
じ
て
、
持
続
可
能

な
地
域
づ
く
り
に
取
り
組
む

こ
と
が
で
き
る
、
必
要
な
知

識
と
技
術
を
兼
ね
備
え
た
人

材
の
育
成
を
目
指
す
。

③
現
時
点
で
、
学
校
教
育
全

般
と
い
う
意
味
に
お
い
て
お

示
し
で
き
る
も
の
は
な
い
。

子
ど
も
た
ち
の
学
習
環
境
の

確
立
に
注
力
し
、
広
域
的
な

部
分
で
の
将
来
展
望
に
つ
い

て
は
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ

て
最
善
の
方
策
は
何
か
を
主

眼
に
、
町
民
や
議
会
の
皆
様

と
議
論
を
重
ね
見
出
し
て
い

く
。



                  
                   

Ｄ
Ｘ
推
進

Ａ：各部署で連携し業務効率化を図る

Ｑ：役場の働き方改革と住民生活の向上は

質
問
趣
旨　

役
場
の
働
き
方

改
革
の
実
効
性
と
ハ
サ
ン
ベ

ツ
里
山
地
区
の
危
機
管
理
体

制
の
充
実
を
図
る
た
め
２
点

質
問
し
た
。

議
員　

役
場
職
員
の
働
き
方

改
革
と
Ｄ
Ｘ
推
進
事
業
の
進

捗
状
況
は
。

町
長　
「
書
か
な
い
窓
口
」

の
推
進
、
役
場
職
員
の
子
育

て
支
援
策
と
し
て
テ
レ
ワ
ー

ク
シ
ス
テ
ム
の
導
入
、
電
子

決
済
の
促
進
を
進
め
て
い

る
。
一
時
的
に
職
員
の
負
担

が
増
え
る
こ
と
は
否
め
な
い

が
、
Ｄ
Ｘ
事
業
の
稼
働
に
よ

り
円
滑
な
業
務
推
進
に
繋
が

る
も
の
と
考
え
る
。

　

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に

つ
い
て
は
、
窓
口
の
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
化
、
オ
ン
ラ
イ
ン

申
請
・
納
付
シ
ス
テ
ム
の
導

入
、
コ
ン
ビ
ニ
で
の
証
明
交

付
シ
ス
テ
ム
な
ど
、
国
の
指

針
に
基
づ
き
計
画
を
進
め
て

い
る
が
、
当
初
の
予
定
よ
り

も
経
費
が
か
さ
み
、
町
の
財

政
状
況
を
鑑
み
な
が
ら
、
事

業
展
開
を
図
っ
て
い
く
。

堀　文彦 議員

Ｑ
：
イ
ン
フ
ラ
整
備
の
実
施
を

ハサンベツ

Ａ
：
協
議
を
進
め
て
い
く

議
員　

ハ
サ
ン
ベ
ツ
里
山
地

区
の
光
回
線
導
入
に
つ
い

て
、
①
緊
急
事
態
の
対
応
②

Ｉ
Ｃ
Ｔ
学
習
の
進
化
③
ネ
イ

チ
ャ
ー
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
宣
言
の

取
組
推
進
④
管
理
事
務
の
Ｉ

Ｔ
化
の
観
点
か
ら
早
急
に
敷

設
す
べ
き
と
考
え
る
。
ネ
イ

チ
ャ
ー
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
宣
言

は
、
今
後
国
の
ス
タ
ン
ダ
ー

ド
モ
デ
ル
と
な
る
た
め
、
栗

山
町
か
ら
情
報
発
信
を
す
る

た
め
早
期
の
実
現
を
求
め

る
。
ま
た
、
喫
緊
の
課
題
と

し
て
緊
急
対
応
時
の
対
応
が

取
れ
る
よ
う
、
一
時
的
な
対

応
策
を
実
施
し
て
ほ
し
い
。

　
町
長　

光
回
線
の
有
線
化
に

つ
い
て
は
、
単
純
計
算
で

６
０
０
万
か
ら
１
０
０
０
万

以
上
の
経
費
が
見
込
ま
れ

る
。
必
要
性
は
充
分
理
解
し

て
い
る
の
で
、
地
方
創
生
の

交
付
金
な
ど
も
活
用
し
な
が

感
想　

役
場
の
働
き
方
改
革

に
つ
い
て
は
、
Ｄ
Ｘ
事
業
導

入
完
了
後
に
住
民
サ
ー
ビ
ス

の
低
下
と
な
ら
な
い
程
度

に
、
窓
口
の
受
付
時
間
の
変

更
も
含
め
て
、
検
討
を
願

う
。

　

ハ
サ
ン
ベ
ツ
里
山
地
区
の

光
回
線
の
早
期
敷
設
は
、
危

機
管
理
体
制
の
充
実
の
観
点

か
ら
早
急
な
対
応
を
願
う
。

デジタル技術を活用し住民サービスの向上を図る
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ら
、
検
討
し
て
行
き
た
い
。

教
育
長　

ハ
サ
ン
ベ
ツ
里
山

地
区
は
、
子
ど
も
た
ち
の
自

然
体
験
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
て

活
用
さ
れ
て
き
た
が
、
今
後

は
ネ
イ
チ
ャ
ー
ポ
ジ
テ
ィ
ブ

宣
言
を
契
機
に
、
新
た
な
ス

テ
ー
ジ
を
迎
え
る
。
環
境
整

備
が
急
務
と
考
え
て
い
る

が
、
費
用
面
を
含
め
て
効
果

的
な
早
期
整
備
に
向
け
、
協

議
を
進
め
て
い
き
た
い
。

　議会だよりではスペースの都合上、審議した議案や質問・答弁の内容を要約して載せて
います。
　会議の内容は、会議録に詳細に記録されております。ご覧になりたい方は議会事務局
までお問い合わせください。

質問は要約されています
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Ａ：募集行為の事実はない

自

衛

隊

 Ｑ：学校での隊員募集行為は

重山雅世 議員

質
問
趣
旨　

学
校
を
隊
員
募

集
の
場
に
し
て
は
な
ら
な
い

と
思
っ
て
質
問
。

議
員　

近
年
、
自
衛
隊
へ
の

志
願
者
の
減
少
が
続
く
中
、

防
衛
省
・
自
衛
隊
は
志
願
者

獲
得
を
一
段
と
強
め
て
い

る
。
市
町
村
へ
18
歳
、
22
歳

の
名
簿
・
個
人
情
報
の
提
供

を
求
め
た
り
、
小
中
学
生
も

対
象
と
し
た
「
子
供
食
堂
」

で
の
募
集
の
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
「
海
上
自
衛
官
募
集
」
と

書
い
た
ク
リ
ア
フ
ァ
イ
ル
と

ボ
ー
ル
ペ
ン
を
配
布
し
た

り
、
自
衛
隊
で
の
職
場
体
験

や
防
災
体
験
が
行
わ
れ
て
い

る
例
が
13
道
県
78
件
あ
っ
た

と
「
し
ん
ぶ
ん
赤
旗
」
に
掲

載
さ
れ
た
。　
　
　
　
　
　

①
学
校
等
で
の
自
衛
隊
員
の

募
集
行
為
は
。
今
後
の
方
向

性
と
し
て
自
衛
隊
で
の
防

災
・
職
場
体
験
で
武
器
や
戦

車
に
触
ら
せ
た
り
し
な
い
考

え
は
。　
　
　
　
　
　
　
　

②
自
衛
隊
へ
の
名
簿
提
供
を

め
ぐ
る
「
違
憲
訴
訟
」
が
行

わ
れ
て
い
る
中
で
、
個
人
情

報
で
あ
る
名
簿
提
供
の
見
解

を
伺
う
。

町
長　

名
簿
提
供
に
関
し
て

は
各
自
治
体
の
判
断
に
委
ね

ら
れ
て
お
り
、
他
自
治
体
の

動
向
な
ど
踏
ま
え
、
情
報
公

開
・
個
人
情
報
保
護
審
査
会

に
諮
り
、
今
後
の
対
応
を
判

断
す
る
。　

教
育
長　

募
集
行
為
の
事
実

は
な
い
が
募
集
案
内
が
中
学

校
宛
に
送
ら
れ
て
る
の
は
把

握
し
て
い
る
。
随
時
空
知
教

育
局
と
連
携
を
図
り
対
応
す

る
。
校
長
時
代
、「
一
日
防

災
学
校
」
で
は
自
衛
隊
の
防

災
関
連
車
両
の
み
を
使
用
し

た
。
武
器
や
戦
車
に
触
ら
せ

る
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。

Ｑ
：
加
齢
性
難
聴
者
に
購
入
補
助
を

補 聴 器
Ａ
：
対
応
を
検
討
し
て
い
く

議
員　

令
和
７
年
度
か
ら
高

齢
者
の
社
会
参
加
等
の
目
的

で
、
難
聴
高
齢
者
の
早
期
対

応
や
普
及
啓
発
等
に
取
り
組

ん
で
い
る
自
治
体
に
対
し
交

付
金
を
充
て
る
。
令
和
5
年

９
月
の
答
弁
は
「
補
聴
器
で

補
う
こ
と
が
認
知
症
予
防
や

健
康
寿
命
の
延
伸
に
つ
な
が

る
。
他
自
治
体
助
成
制
度
の

状
況
や
ニ
ー
ズ
把
握
に
努
め

る
」
と
の
事
だ
っ
た
。
長
沼

町
で
令
和
７
年
度
か
ら
助
成

策
に
踏
み
出
す
と
聞
く
。
本

町
で
も
実
施
し
て
は
。

町
長　

聴
覚
機
能
の
低
下
が

見
ら
れ
る
高
齢
者
全
体
に
関

過去の「１日防災学校」では防災関連車両のみを使用

こ
ん
な
質
問
も
し
ま
し
た
！

議
員　

学
校
給
食
費
無
償
化

を
。

教
育
長　

国
に
お
い
て
２
０

２
６
年
度
に
ま
ず
は
小
学
校

か
ら
開
始
、
中
学
校
に
お
い

て
も
で
き
る
限
り
速
や
か
に

始
め
る
と
示
さ
れ
た
と
こ
ろ

で
あ
り
、
今
後
も
国
の
動
向

を
注
視
し
て
い
く
。

わ
る
も
の
で
あ
り
、
国
の
公

的
扶
助
と
し
て
制
度
化
さ
れ

る
の
が
望
ま
し
い
。
医
療
機

関
へ
の
受
診
勧
奨
に
努
め
、

介
護
予
防
事
業
の
充
実
を
図

る
。

感
想　

弁
護
士
の
資
料
で

は
、
閲
覧
が
法
律
的
に
は
認

め
ら
れ
な
い
。
住
基
法
に
基

づ
き
個
人
情
報
を
管
理
し
人

権
を
守
る
事
は
「
法
定
受
託

事
務
」
で
は
な
く
、「
自
治

事
務
」で
あ
る
こ
と
。
ま
た
、

自
衛
隊
は
賭
命
義
務
・
上
官

の
命
令
に
従
う
服
従
義
務
が

あ
る
と
の
法
律
解
釈
を
参
考

に
質
問
し
た
。
外
交
防
衛
で

あ
っ
て
も
直
接
栗
山
町
の
子

供
に
関
わ
る
こ
と
な
の
で
今

後
の
動
向
を
注
視
す
る
。

（陸上自衛隊 HP より引用） 
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総
務
教
育
常
任
委
員
会

▼
若
者
定
住
事
業
の
パ
ッ
ケ
ー

ジ
プ
ラ
ン
と
し
て
考
え
ら
れ
る

施
策
と
今
後
の
展
望
に
つ
い
て

　

暮
ら
し
体
験
事
業
に
つ
い

て
は
、
多
く
の
方
に
栗
山
町

を
体
験
し
て
も
ら
う
こ
と
が

重
要
で
あ
る
。
既
存
の
体
験

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
み
だ
け
で
な

く
、
農
業
体
験
や
商
工
業
体

験
も
で
き
る
工
夫
に
つ
い
て

も
今
後
検
討
願
う
。
ま
た
、

近
隣
市
町
の
企
業
の
従
業
員

並
び
に
他
市
町
村
か
ら
栗
山

町
に
就
業
し
て
い
る
方
々
へ

の
定
住
促
進
へ
の
周
知
に
つ

い
て
も
引
き
続
き
の
取
り
組

み
を
願
う
。

　

今
後
に
お
い
て
も
移
住
に

結
び
つ
か
な
か
っ
た
際
に

は
、
そ
の
要
因
を
分
析
す
る

こ
と
で
、
栗
山
町
に
は
何
が

不
足
し
て
い
る
か
等
、
関
係

各
課
へ
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク

し
、
今
後
の
事
業
展
開
に
繋

げ
て
い
く
こ
と
を
希
望
す

る
。

▼
学
校
教
職
員
の
働
き
方
改
革

の
実
効
化
に
向
け
た
部
活
動
の

地
域
移
行
の
取
組
み
に
つ
い
て

　

広
域
の
部
活
動
で
の
責
任

の
所
在
や
保
護
者
へ
の
経
済

的
負
担
に
つ
い
て
は
、
国
や

道
を
含
め
て
補
助
金
の
有
無

な
ど
も
併
せ
て
地
域
に
お
い

て
差
が
な
い
よ
う
広
域
の
担

当
者
会
議
で
協
議
を
願
う
。

　

さ
ら
に
は
、
教
職
員
の
負

担
減
の
た
め
に
は
、
指
導
者

の
ラ
イ
セ
ン
ス
更
新
時
の
助

成
や
教
育
委
員
会
の
サ
ポ
ー

ト
体
制
が
必
要
と
考
え
る
。

ま
た
、
地
域
で
の
指
導
者
確

保
に
つ
い
て
も
関
係
課
と
協

議
し
な
が
ら
取
り
組
み
、
子

ど
も
た
ち
が
不
利
益
と
な
ら

な
い
よ
う
協
議
・
推
進
す
る

こ
と
を
望
む
。

▼
介
護
福
祉
学
校
で
行
わ
れ
て

い
る
高
専
連
携
の
実
態
と
課
題
、

今
後
の
展
望
に
つ
い
て

　

文
部
科
学
省
か
ら
の
委
託

事
業
に
よ
り
、
福
祉
教
育
を

通
し
て
栗
山
高
校
の
生
徒
の

産
業
福
祉
常
任
委
員
会

▼
栗
山
煉
瓦
創
庫
く
り
ふ
と
の

現
状
と
課
題
に
つ
い
て

豊
か
な
人
間
性
を
育
む
人
材

育
成
を
実
現
し
て
い
る
と
評

価
し
た
い
。

　

ま
た
、栗
山
高
校
で
の「
栗

山
と
福
祉
」
と
い
う
特
色
あ

る
授
業
を
行
っ
て
い
る
こ
と

で
、
学
区
を
広
げ
て
生
徒
募

集
が
で
き
、
ま
た
、
福
祉
に

興
味
を
持
つ
栗
山
高
校
の
生

徒
が
介
護
福
祉
学
校
へ
進
学

す
る
道
を
構
築
す
る
こ
と
と

な
れ
ば
、
介
護
福
祉
学
校
の

入
学
者
増
も
望
め
る
。

　

こ
れ
か
ら
も
本
事
業
の
主

旨
で
あ
る
「
地
域
の
中
で
活

躍
す
る
人
材
育
成
」
を
行
っ

て
い
る
北
海
道
介
護
福
祉
学

校
の
取
り
組
み
が
広
ま
る
よ

う
、
本
事
業
が
終
了
し
て
も

引
き
続
き
取
り
組
ん
で
い
く

こ
と
を
願
う
。

▼
社
会
教
育
の
施
設
の
老
朽
化

に
伴
う
施
設
の
統
廃
合
に
関
す

る
実
態
と
課
題
、
今
後
の
展
望

に
つ
い
て

　

社
会
教
育
課
が
所
管
し
て

い
る
施
設
は
公
共
施
設
等
総

合
管
理
計
画
で
は
長
寿
命
化

を
図
る
計
画
で
あ
る
が
、
老

朽
化
が
進
ん
で
い
る
施
設
が

多
数
あ
り
、
現
実
的
に
は
難

し
い
施
設
が
あ
る
。
施
設
の

存
廃
に
つ
い
て
は
、
利
用
人

数
や
耐
用
年
数
、
修
繕
に
係

る
経
費
が
取
得
価
格
を
超
え

た
場
合
な
ど
で
、
存
廃
の
根

拠
を
数
字
で
決
め
ら
れ
る
よ

う
一
定
の
基
準
を
作
成
す
べ

き
と
考
え
る
。

　

ま
た
、
必
要
な
修
繕
に
つ

い
て
は
、
施
設
の
統
廃
合
も

視
野
に
入
れ
な
が
ら
修
繕
を

決
定
し
て
い
る
と
考
え
る

が
、
利
用
者
の
安
全
確
保
の

観
点
か
ら
、
可
能
な
限
り
実

施
す
る
こ
と
を
検
討
願
う
。

　

令
和
５
年
度
、
令
和
６
年

度
に
つ
い
て
も
来
館
者
数
は

目
標
数
値
を
達
成
し
て
い
る

こ
と
は
評
価
し
た
い
。
今
後

も
来
場
者
数
が
伸
び
て
い
る

近
隣
の
観
光
施
設
等
の
運
営

を
参
考
に
す
る
な
ど
し
、
更

な
る
来
場
者
数
の
増
加
を
期

待
す
る
。

　

フ
ァ
ブ
ラ
ボ
栗
山
に
つ
い

て
は
、
次
世
代
を
担
う
子
ど

も
達
に
も
認
知
さ
れ
る
取
り

組
み
を
教
育
委
員
会
を
は
じ

め
関
係
各
課
と
も
協
議
・
検

討
し
、
推
進
願
う
。
今
後
に

お
い
て
は
、
観
光
振
興
計
画

を
早
期
に
策
定
し
、
関
係
各

団
体
と
協
力
し
、
本
町
の
関

係
人
口
を
創
出
す
る
観
光
交

流
拠
点
の
施
設
と
し
て
の
機

能
が
十
分
発
揮
さ
れ
る
よ
う

望
む
。
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総務教育常任委員会の様子



▼
ゴ
ミ
処
理
体
制
の
実
態
に
つ

い
て

　

道
央
廃
棄
物
処
理
組
合
の

維
持
管
理
費
の
負
担
金
を
圧

縮
す
る
た
め
に
は
引
き
続
き

焼
却
量
の
減
量
化
が
課
題
と

な
る
。
各
家
庭
で
の
生
ご

み
の
水
切
り
に
よ
る
減
量

化
、、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
分

別
の
徹
底
や
コ
ン
ポ
ス
ト
容

器
や
生
ご
み
処
理
機
の
購
入

費
補
助
事
業
に
つ
い
て
も
啓

発
に
取
り
組
ま
れ
た
い
。

　

今
後
、
整
備
予
定
の
リ
サ

イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
は
、
整
備

時
期
が
予
定
よ
り
遅
れ
て
は

い
る
が
、
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ

リ
ッ
ト
を
考
慮
し
、
最
善
な

整
備
と
な
る
よ
う
慎
重
に
検

討
す
る
こ
と
を
望
む
。

広
報
広
聴
常
任
委
員
会

▼
く
り
や
ま
議
会
だ
よ
り
の
発

行
と
広
報
機
能
の
充
実
に
つ
い
て

　

手
に
取
っ
て
読
み
た
く
な

る
議
会
だ
よ
り
を
目
指
し
、

表
紙
の
デ
ザ
イ
ン
、
２
色
印

刷
の
色
を
変
更
す
る
な
ど
の

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
行
っ
た
。

ま
た
、
今
年
度
の
表
紙
の
写

真
は
「
栗
山
で
頑
張
っ
て
い

る
人
」
を
テ
ー
マ
に
取
り
組

み
、
裏
表
紙
に
は
そ
の
方
を

「
輝
く
！
栗
山
人
」
と
し
て

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
し
た
。

　

広
報
機
能
の
充
実
と
し
て

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ
を
活
用

し
議
会
定
例
会
議
及
び
議
会

報
告
会
の
予
定
を
発
信
し

た
。
ま
た
、
先
進
地
視
察
で

学
ん
だ
内
容
を
参
考
に
し
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
議
員
名
簿

の
ペ
ー
ジ
か
ら
過
去
の
一
般

質
問
の
録
画
配
信
や
会
議
録

等
に
進
め
る
よ
う
に
リ
ン
ク

設
定
を
し
、
利
便
性
の
向
上

を
図
っ
た
。
今
後
も
、
読
み

や
す
い
議
会
だ
よ
り
に
な
る

▼
議
会
広
報
・
広
聴
機
能
の

　
　
　
　
　
　
　
充
実
に
つ
い
て

　

議
会
報
告
会
に
つ
い
て

は
、
町
政
に
対
し
て
、
民
間

バ
ス
路
線
廃
止
に
伴
う
交
通

手
段
な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ

た
。
ま
た
、
議
会
に
対
す
る

意
見
に
つ
い
て
は
、
議
員
全

員
で
情
報
の
共
有
を
行
っ

た
。
な
お
、
町
民
か
ら
聴
取

し
た
意
見
の
中
か
ら
行
政
に

対
す
る
提
言
を
行
う
予
定
で

あ
り
、
こ
れ
か
ら
も
広
聴
活

動
の
重
要
な
手
段
と
し
て
、

議
会
報
告
会
と
出
前
報
告
会

を
継
続
し
て
い
く
こ
と
と
し

た
。

　

今
後
に
お
い
て
も
、
町
民

と
対
話
す
る
場
面
を
確
保
す

る
た
め
、
調
査
・
研
究
を
続

け
て
い
く
。

現地視察（栗山煉瓦創庫くりふと）

よ
う
継
続
的
に
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
に
取
り
組
ん
で
い
く
。
併

せ
て
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
動
画
を
活

用
し
た
情
報
発
信
に
つ
い
て

は
引
き
続
き
調
査
研
究
し
、

広
報
機
能
の
充
実
を
図
っ
て

い
く
こ
と
と
す
る
。

NEO 議員の学校　開催決定‼

　２０２３年（令和５年）２月～３月に開催いたしました「議員の学校」が、２０２５年（令和７年）
に「NEO 議員の学校」と進化し、開催することが決定しました。
　前回の開催内容を見直し、さらに充実した内容となっています。申し込みの詳細は町広報７
月号（７月１日発行）をご覧ください。

＜目　　的＞
議員の後継者育成として議会や議員に関心や志のある町民等を発掘・育成し、もって、議員のなり手不足
の課題の解決に向けた一助として取り組み、また、幅広い世代への総合的な主権者教育を推進し、町民の
議会への関心と理解を深めるために議員の学校を開校する。
＜参加対象＞
① 25 歳以上の栗山町議会議員を目指している方、または、関心のある栗山町民（定員１５名）
②近隣市町の議員を志す方（若干名）
③栗山町議会モニター
＜募集期間＞
　令和７年７月１日（火）～３１日（木）
＜開講期間＞
　開校式　令和７年８月中旬　～　修了式　令和８年８月上旬　予定

くりやまぎかいだより№ 18315

前回の「議員の学校」の様子
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1 月臨時会議1 月臨時会議
1 月 15 日

1 月臨時会議
録画配信

　1 月臨時会議では補正予算、条例改正が提出され、すべての議案が可決されました。

補
正
予
算

￥
「
く
り
や
ま
暮
ら
し
応
援
商
品
券
発
行
事
業
」　　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

補
助
金
増
額
補
正

▼
一
般
会
計

　

２
億
８
６
８
７
万
３
千

円
を
追
加
し
歳
入
歳
出

の
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ

１
１
２
億
８
６
０
４
万
１
千

円
と
し
た
。

　
く
り
や
ま
暮
ら
し
応
援
商
品

券
発
行
事
業　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

６
１
１
０
万
円

▼
栗
山
町
住
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計　

療
養
費
の
実
績
見
込
に
よ
る

追
加　
　
　
　
　
　

92
万
円

▼
北
海
道
介
護
福
祉
学
校
特

別
会
計　
　
　
　
　
　
　
　

本
年
度
の
人
事
院
勧
告
に
よ

る
給
与
改
定
に
伴
う
追
加　

　
　
　
　
　
　
　
　

90
万
円

▼
栗
山
町
介
護
保
険
特
別
会

計本
年
度
の
人
事
院
勧
告
に
よ

る
給
与
改
定
に
伴
う
追
加　

　
　
　
　
　
　
　
　

36
万
円

▼
栗
山
町
水
道
事
業
会
計

本
年
度
の
人
事
院
勧
告
に
伴

う
給
与
費
及
び
法
定
福
利
費

の
実
績
見
込
み
に
よ
る
追
加

　
　
　
　
　
　

２
７
５
万
円

▼
栗
山
町
下
水
道
事
業
会
計

本
年
度
の
人
事
院
勧
告
に
伴

う
給
与
費
及
び
法
定
福
利
費

の
実
績
見
込
み
に
よ
る
追
加

　
　
　
　
　
　
　
　

38
万
円

規
則
・
条
例

　

１
月
臨
時
会
議
で
は
４
件

の
条
例
改
正
が
提
案
さ
れ
ま

し
た
。
そ
の
中
か
ら
１
件
に

つ
い
て
解
説
！

▼
栗
山
町
第
１
号
会
計
年
度

任
用
職
員
の
報
酬
、
期
末
手

当
、
勤
勉
手
当
及
び
費
用
弁

償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

　

人
事
院
勧
告
に
お
い
て
、

期
末
勤
勉
手
当
の
支
給
率
を

引
き
上
げ
と
の
勧
告
が
な
さ

れ
、
こ
れ
を
踏
ま
え
本
町
で

も
条
例
を
改
正
。
施
行
日

は
、
令
和
７
年
４
月
１
日
と

す
る
。

   

討　
　

論

反
　
対

重
山
議
員　

会
計
年
度
任
用

職
員
の
給
与
に
つ
い
て
も
、

一
般
職
員
と
同
様
に
令
和
６

年
４
月
に
遡
及
す
べ
き
。
実

際
に
遡
及
し
て
い
る
自
治
体

も
あ
る
。
報
酬
、
手
当
の
部

分
に
対
し
て
差
別
を
与
え
る

べ
き
で
は
な
い
。

齊
藤
義
崇
議
員　

会
計
年
度

任
用
職
員
制
度
の
導
入
に
あ

た
っ
て
条
例
に
つ
い
て
審
議

を
し
た
時
に
充
分
適
正
に
審

議
し
、
運
用
さ
れ
て
い
る
。

賛
　
成

賛
否
の
公
表

議　件　名
結
果

齊
藤
（
義
）

置
田
重
山
大
櫛
堀鈴
木
佐
藤
斉
藤
（
隆
）

端藤
本
鵜
川

議案第５９号　栗山町第１号会計年度任用職員の報酬、期
末手当、勤勉手当及び費用弁償に関する条例の一部を改正
する条例

可 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ /

可：可決　不：不採択　○：賛成　×：反対　ー：棄権　※鵜川議員は議長のため採決に加わっていません。

質

疑

重
山
議
員　

な
ぜ
一
般
職
員

と
同
様
に
令
和
６
年
４
月
に

遡
及
し
な
い
の
か
。
な
ぜ
そ

の
よ
う
な
差
別
を
す
る
の

か
。

総
務
課
長　

会
計
年
度
任
用

職
員
の
給
与
関
連
条
例
の
定

め
に
よ
り
、
人
事
院
勧
告
の

給
与
改
定
の
効
力
を
翌
年
４

月
１
日
か
ら
適
用
す
る
こ
と

と
し
て
い
る
。
人
事
院
勧
告

は
マ
イ
ナ
ス
の
勧
告
も
あ

る
。
そ
う
い
う
こ
と
も
踏
ま

え
て
遡
及
は
し
な
い
と
い
う

考
え
方
で
行
っ
て
い
る
。

1 月臨時会議
賛否



政務活動費収支一覧

番号 議員氏名 交付決定額
政務活動に要した対象経費 交 付 金

残     額調査研究費 研　修　費 資料作成費 資料購入費 合　　計

1 齊藤　義崇 240,000 80,527 125,670 77,494 283,691 0

2 置田　武司 240,000 15,000 2,020 13,634 30,654 209,346

3 重山　雅世 240,000 94,940 30,600 125,540 114,460

4 大櫛　則俊 240,000 25,756 25,756 214,244

5 堀　　文彦 240,000 110,780 109,790 35,530 256,100 0

6 鈴木　千逸 240,000 13,147 11,000 170,985 195,132 44,868

7 佐藤　則男 240,000 24,228 24,228 215,772

8 斉藤　隆浩 240,000 28,820 28,820 211,180

9 端　　師孝 240,000 13,147 109,056 65,137 187,340 52,660

10 藤本　光行 240,000 40,647 11,160 51,807 188,193

11 鵜川　和彦 240,000 10,592 117,257 85,972 213,821 26,179

合　計 2,640,000 268,840 582,713 2,020 569,316 1,422,889 1,276,902

（単位：円）

　政務活動は、議員の政策調査研究等の活動です。すべての出張報告書や活動に関係
する領収書などは、議会ＨＰで公開しています。

政務活動報告 QR

くりやまぎかいだより№ 18317

議員の出席簿議員の出席簿
本会議 常任委員会 議

会
運
営
委
員
会

 

各
特
別
委
員
会

そ
の
他

合計

定
例
会
議

臨
時
会
議

総
務
教
育

産
業
福
祉

広
報
広
聴

広
報
小
委
員
会

広
聴
小
委
員
会

会
議
日
数

出
席
日
数

欠
席
日
数

出
席
率

齊 藤　義 崇 11 4 5 9 6 - 5 18 13 28 105 99 6 94.3%

置 田　武 司 14 3 4 - 7 11 - - 11 23 79 73 6 92.4%

重 山　雅 世 14 4 - 9 7 - 6 - 13 22 76 75 1 98.7%

大 櫛　則 俊 14 4 - 8 7 13 6 - 12 23 89 87 2 97.8%

 堀 　　文 彦 14 4 5 - 7 12 - 18 13 23 97 96 1 99.0%

鈴 木　千 逸 14 4 - 9 7 - 5 18 13 29 100 99 1 99.0%

佐 藤　則 男 14 4 4 - 7 12 6 18 13 23 103 101 2 98.1%

斉 藤　隆 浩 14 4 - 9 7 5 18 13 23 94 93 1 98.9%

 端 　　師 孝 14 4 - 8 7 13 - 17 13 29 107 105 2 98.1%

藤 本　光 行 14 4 4 - 6 13 - - 9 29 81 79 2 97.5%

鵜 川　和 彦 14 4 5 - - - - 18 - 27 68 68 0 100.0%

※ 1　正副議長（鵜川議長、齊藤義崇副議長）は、議会運営委員会には委員ではなくオブザーバーとして出席
※ 2　藤本議員は監査委員のため、決算審査特別委員会の委員ではない
※ 3　各特別委員会は、予算審査、決算審査、中長期財政問題等調査、報酬に関する調査
※ 4　その他は全員協議会、議会改革推進会議、議会報告会、一般会議

（令和６年１月～１２月）

（令和 6 年 4 月～令和 7 年 3 月）

※１ ※ 3 ※ 4



あ
な
た
の　    

が
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令
和
７
年
２
月
２
日
か
ら

２
月
14
日
ま
で
の
日
程
で
、

町
内
14
会
場
に
お
い
て
議
会

報
告
会
を
開
催
し
、
延
べ

２
４
３
名
の
町
民
の
方
々
に

ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

報
告
会
に
お
い
て
は
、
数

多
く
の
意
見
が
出
さ
れ
、
こ

れ
ら
の
意
見
や
要
望
は
広
報

広
聴
常
任
委
員
会
に
お
い
て

ま
と
め
を
行
い
、
提
言
書
と

し
て
、
鵜
川
和
彦
議
長
か
ら

佐
々
木
学
町
長
へ
手
渡
し
ま

し
た
。 議 会

報 告 会

町

声

提
言
書
の
概
要

  

①
バ
ス
の
運
行
に
つ
い
て

　

町
営
バ
ス
デ
マ
ン
ド
区
域

に
お
い
て
、
発
車
時
刻
、
乗

　
②
避
難
経
路
に
つ
い
て

　

錦
地
区
か
ら
指
定
避
難
所

に
避
難
す
る
た
め
に
は
、
現

在
ア
ン
ダ
ー
パ
ス
及
び
跨
線

橋
を
通
る
必
要
が
あ
る
。
災

  
③
角
田
地
区
で
の

　
　
　
　
買
い
物
に
つ
い
て

　

現
在
、
角
田
地
区
に
お
い

て
食
料
品
や
日
用
品
等
を
買

う
こ
と
が
で
き
る
店
舗
が
な

い
た
め
、
住
民
は
不
便
や
苦

労
を
感
じ
て
い
る
。
角
田
地

区
で
も
買
い
物
で
き
る
よ
う

な
対
策
を
検
討
願
う
。

意
見
・
要
望
を
町
長
に
提
言

鵜川議長から佐々木町長に提言書を手渡しました（３月３１日）

降
場
所
等
が
運
転
者
に
よ
っ

て
異
な
る
こ
と
が
あ
る
。
町

民
が
安
心
し
て
利
用
で
き
る

よ
う
統
一
し
て
も
ら
い
た

い
。
ま
た
、
町
民
の
利
便
性

向
上
を
考
え
、
他
の
公
共
交

通
機
関
と
の
乗
り
継
ぎ
を
考

慮
し
た
運
行
や
土
・
日
曜
日

の
運
行
の
検
討
、
ま
た
、
栗

山
高
校
へ
の
通
学
手
段
と
し

て
、
民
間
バ
ス
会
社
も
含
め

よ
り
利
用
し
や
す
い
ダ
イ
ヤ

に
つ
い
て
検
討
し
て
ほ
し

い
。

議会報告会 QR

提出した提言書や実
施結果（参加人数）、
当日配布した資料
は、議会ＨＰで公開
しています。

を
動
か
す

害
時
、
ど
ち
ら
も
通
行
で
き

な
く
な
る
可
能
性
が
あ
る
た

め
、
避
難
経
路
と
し
て
線
路

を
横
断
で
き
る
よ
う
に
Ｊ
Ｒ

北
海
道
と
協
議
を
進
め
て
も

ら
い
た
い
。　
　

町
へ
の
要
望
と
回
答

Ｑ
：
高
齢
化
等
に
よ
り
町
内

会
運
営
が
難
し
く
な
っ
て
き

て
い
る
。
町
内
会
区
域
再
編

支
援
制
度
に
つ
い
て
、
進
捗

状
況
を
教
え
て
ほ
し
い
。

Ａ
：
現
在
、
本
支
援
制
度
の

構
築
に
は
至
っ
て
い
な
い
。
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Ｑ
：
町
か
ら
の
給
付
金
の
申

請
文
書
に
つ
い
て
、
文
字
の

大
き
さ
や
文
面
等
、
町
民
に

わ
か
り
や
す
い
よ
う
に
配
慮

し
て
ほ
し
い
。
ま
た
、
申

請
漏
れ
等
あ
っ
た
場
合
は
、

個
々
に
対
応
を
工
夫
し
て
ほ

し
い
。

Ａ
：
令
和
６
年
度
に
つ
い
て

は
、
物
価
高
騰
に
よ
る
負
担

増
を
軽
減
す
る
た
め
の
経
済

的
支
援
と
し
て
、
非
課
税
世

Ｑ
：
コ
ン
ポ
ス
タ
ー
の
設
置

指
導
や
講
習
会
を
開
催
し
て

ほ
し
い
。

Ａ
：
生
ご
み
を
処
理
す
る
堆

肥
化
容
器
に
つ
い
て
は
、
設

置
方
法
な
ど
町
広
報
で
周
知

す
る
。
講
習
会
に
つ
い
て
は

容
器
等
の
準
備
が
必
要
な
こ

と
か
ら
、
販
売
店
若
し
く
は

製
造
元
と
協
議
し
、
検
討
す

る
。

Ｑ
：
継
立
神
社
下
の
町
営
住

宅
跡
地
の
活
用
の
予
定
に
つ

い
て
教
え
て
ほ
し
い
。

Ａ
：
継
立
団
地
（
平
屋
）
に

つ
い
て
は
、
老
朽
化
に
伴

い
、
防
災
及
び
防
犯
の
観
点

か
ら
、
令
和
６
年
に
解
体
し

た
。
神
社
下
の
跡
地
を
含

め
、
今
後
の
活
用
に
つ
い
て

は
、
現
在
未
定
と
な
っ
て
い

る
が
、
地
域
の
要
望
等
も
伺

い
、
地
域
振
興
に
役
立
て
ら

れ
る
よ
う
検
討
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

Ｑ
：
継
立
地
域
の
通
学
路
の

歩
道
で
、
長
靴
に
雪
が
入
る

く
ら
い
積
も
っ
て
も
除
雪
が

入
ら
な
い
こ
と
が
あ
る
。
ま

た
、
栗
山
中
学
校
付
近
の
歩

道
の
除
雪
に
つ
い
て
、
幅
が

狭
く
１
列
で
し
か
歩
け
な
い

の
で
広
く
除
雪
を
し
て
ほ
し

い
。

Ａ
：
継
立
地
域
の
通
学
路
の

除
雪
に
つ
い
て
は
、
夜
間
パ

ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
、
除
雪

の
判
断
を
し
て
い
る
が
、
深

夜
か
ら
早
朝
に
か
け
て
降
雪

が
あ
っ
た
場
合
、
通
学
時
間

帯
の
除
雪
を
避
け
る
た
め
、

除
雪
を
見
合
わ
せ
る
こ
と
が

あ
っ
た
。
ま
た
断
続
的
に
降

り
続
い
て
い
る
場
合
も
同
様

に
除
雪
を
見
合
わ
せ
る
場
合

も
あ
る
こ
と
か
ら
、
地
域
並

び
に
、
通
学
児
童
の
皆
様
に

は
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
た
い
。

　

栗
山
中
学
校
付
近
の
歩
道

に
つ
い
て
は
、
歩
道
の
幅
員

が
狭
く
、
除
雪
幅
の
広
い
歩

道
用
ロ
ー
タ
リ
を
使
用
す
る

と
縁
石
を
脱
輪
し
横
転
す

全国の議会が栗山町へ
 　栗山町議会では全国から視察研修を
　　　　　　　　　　受け入れています　
令和 7 年 2 月 12 日（水）三笠市議会議会運営委員会
　　　　　　　　　　　　議会改革と ICT 推進小委員会

三笠市議会のみなさんと三笠市議会のみなさんと

松栄団地集会所

　

本
町
で
は
、
平
成
20
年
か

ら
平
成
27
年
ま
で
に
10
地
区

に
お
い
て
、「
ま
ち
づ
く
り

協
議
会
」
が
設
立
さ
れ
て
い

る
の
で
、
ま
ず
は
、
そ
ち
ら

の
活
動
を
通
じ
て
の
課
題
や

単
位
町
内
会
に
お
け
る
課
題

な
ど
、
ま
た
、
支
援
制
度
の

あ
り
方
に
つ
い
て
の
ご
意
見

な
ど
も
お
聞
か
せ
い
た
だ
く

機
会
を
設
け
さ
せ
て
い
た
だ

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
そ

の
上
で
、
地
域
の
ニ
ー
ズ
に

こ
た
え
ら
れ
る
支
援
制
度
を

構
築
す
る
よ
う
、
早
期
に
取

組
ん
で
い
く
。

帯
等
に
給
付
金
支
給
事
業
を

実
施
し
た
。

　

申
請
文
書
に
つ
い
て
は
、

国
か
ら
示
さ
れ
た
様
式
を
参

考
と
し
て
お
り
、「
世
帯
主

氏
名
」、「
電
話
番
号
」
等
に

つ
い
て
は
色
付
け
を
し
、
可

能
な
限
り
町
民
の
皆
様
に
分

か
り
や
す
く
案
内
を
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
い
る
。

　

今
後
も
、
文
字
の
大
き
さ

や
分
か
り
や
す
い
表
現
を
心

掛
け
る
と
と
も
に
、
個
別
に

申
請
勧
奨
を
行
う
な
ど
、
適

宜
丁
寧
に
対
応
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

る
危
険
性
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
除
雪
幅
の
小
さ
い
歩
道

用
ロ
ー
タ
リ
を
使
用
し
て
い

る
。
今
後
は
路
肩
に
寄
せ
ら

れ
た
雪
を
排
雪
す
る
な
ど
の

対
応
を
検
討
し
、
歩
道
の
確

保
に
努
め
て
い
く
。

南部公民館
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　さん６月定例会議の開会日

月　　 日～６ 11
議会の予定

議会の予定は変更になる場合があり
ます。議会事務局または議会ホーム
ページでご確認ください。

 議会に行こう！
傍聴
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　昨年開局した「エフエムくりやま」でパーソナリティを
しております、丸山秀子です。
　美唄市出身、栗山町育ちの生粋の栗っ子です。札幌市で
長らくインターネット通販業界に属していましたが、コロ
ナ禍に栗山町へ U ターン移住しました。その際にエフエム
くりやまの立ち上げを知り、町内で防災士として活動する
母に刺激を受けて、私も防災に興味があったため、エフエ
ムくりやまで防災の情報を伝えたく、未経験ながらもパー
ソナリティに立候補しました。現在、人はもちろんペット
の防災や救急の勉強をしております。
　私はエフエムくりやまで主に、お昼の「ぎゅぎゅっと」、
夕方の「こちら！くりふと情報局！」を担当しております。
防災情報はもちろん、趣味や好きな音楽（特に 2010 年代
～最新の邦楽・洋楽が好きです）についても発信中です。
そして他にも「ぺちぺち工房」という名前でハンドメイド
作家として、「くりやまクリエイターズマーケット」や全
国のイベントに出店中です。ハムスターが店長と店員をし
ており（!?）エフエムくりやまでも、毎週火曜日の夕方 4:55
から「楓店長のぺちぺち散歩」という番組を担当しており
ます。恐らく世界唯一のハムスターパーソナリティ番組で
すので、どんな風にハムスターが喋っているのかお聴きい
ただけたら嬉しいです！
　栗山町内を歩いたり、くるりん号に乗ったりしておりま
すので、見かけたらお気軽にお声がけください！

6 月 9 日（月） 議会運営委員会
6 月 11 日（水） ６月定例会議

～ 13 日（金）
　※全て９時３０分開会予定です

輝く栗山人 !
栗山町で頑張っている人をクローズアップ

「ハムスターと一緒に栗山町のイマを発信中⁉」

は議会活動にふれる最もは議会活動にふれる最も
身近な方法です。皆さんの選んだ身近な方法です。皆さんの選んだ
議員の活動や町政の方針などを、議員の活動や町政の方針などを、
ぜひご覧ください。ぜひご覧ください。
　会議当日の受付で傍聴できます　会議当日の受付で傍聴できます
ので、役場旧庁舎３階の傍聴席入ので、役場旧庁舎３階の傍聴席入
口までお越しください。口までお越しください。

★今回の　

「輝く栗山人！」は、
エフエムくりやまでパーソ
ナリティとして活躍されて
いる、丸山秀子さんです。
　ぜひ、お聴きください！


